京田辺市小規模受水槽水道管理運営指導要領
（趣旨）
第１条　この要領は、小規模受水槽水道の適切な管理を行うため、設置
者等が行う報告の内容その他必要な事項を定めるものとする。
　（用語の定義）
第２条　この要領において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ
当該各号に定めるところによる。 
⑴　小規模受水槽水道　水道事業の用に供する水道又は専用水道から
供給を受ける水のみを水源とする１０㎥以下の小規模受水槽を有す
る水道設備をいう。
⑵　設置者等　小規模受水槽水道の設置者（２人以上の者が共同して
小規模受水槽を設置している場合は、その代表者。）、又は設置者
以外に当該小規模受水槽水道全部の管理について権限を有する者が
あるときは当該権限を有する者をいう。
⑶　利用者　小規模受水槽水道から給水を受ける者をいう。

⑷　条例　京田辺市水道事業給水条例（昭和３３年８月１３日条例第
６号）をいう。
⑸　管理者　京田辺市公営企業管理者をいう。
（届出）

第３条　設置者等が、小規模受水槽水道の新設、改造、修繕又は撤去を
する場合は、管理者に届出をしなければならない。
（報告徴収の事項）
第４条　管理者は、別表第１の左欄の区分に応じ、右欄に掲げる事項に
ついて設置者等から報告を求めるものとする。
（帳簿書類等の備付け及び保存年限）
第５条　管理者は、設置者等に対し別表第２の左欄に掲げる帳簿書類等
を備え、右欄に掲げる期間保存するよう求めるものとする。
　（検査）

第６条　管理者は、次の各号のいずれかに該当したときは、小規模受水
槽水道の検査を行う。
⑴　利用者から、小規模受水槽水道の水に異常がある旨の通報を受け
たとき。
⑵　管理者が必要と認めたとき。
２　前項の検査は、次に掲げる事項とする。
⑴　水槽等に有害物、汚物等衛生上有害なものが混入するおそれの有
無に関する事項
⑵　水槽及びその周辺の清潔の保持に関する事項
⑶　水槽内における沈殿物、浮遊物質等の異常な存在の有無に関する
事項
⑷　給水栓における水の色、臭い、味、色度、濁度及び残留塩素の有
無に関する事項
３　管理者は、第１項の検査を実施するときは、該当する設置者等の立
会いを求めるものとする。

４　管理者は、第１項の検査の結果を通報した利用者及び設置者等に報
告するものとする。

　（管理の改善）

第７条　管理者は、前条に定める検査の結果、小規模受水槽水道の管理
に改善が必要と認められるときは、該当する設置者等に管理の改善を
指導するものとする。
２　管理者は、第６条に定める検査の結果、供給する水が人の健康を害
するおそれがあると認めたときは、前項の規定にかかわらず、直ちに
条例第３６条の２に基づき給水を停止し、かつ、その水を利用するこ
とが危険である旨を利用者等に周知させる措置を講ずるものとする。
（指導及び啓発等）

第８条　管理者は、設置者等に対し、次に掲げる事項について正しい知
識の普及啓発を図るとともに、日常的に自ら適正な管理及び検査の実
施に努めるよう指導するものとする。

⑴　定期清掃　水槽の清掃を毎年１回以上、定期に行うこと。

⑵　点検等汚染防止措置　有害物、汚水等によって水が汚染されるの
を防止するため、水槽の点検等必要な措置を講ずること。

２　管理者は、設置者等、利用者、登録検査機関等の協力を得るほか、
建築物の衛生的環境の確保に関する法律第１２条の２第１項の規定に
基づく清掃業者の報告により、対象施設の管理状況の把握に努めるも
のとする。
附　則
この要領は、平成２５年４月１日から施行する。
この要領は、平成２５年７月５日から施行する。
この要領は、令和２年５月２０日から施行する。
